
参加には、前日までに電話予約が必要

綾瀬厚生病院
産婦人科棟
４階多目的室会

場

綾瀬
市役所

文化会館

消防署

早川

東名高速道路

会場
ココ

42

城山公園

綾瀬大橋
入口 

綾瀬厚生病院
☎0467ｰ77ｰ5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中１ｰ４ｰ16

お問合せ・ご予約

　日本人のおよそ６人に１人が罹患すると
いわれている糖尿病。日々の生活習慣が、
体に影響を及ぼすことで罹る代表的な病
気の一つで、いまや「国民病」と化していま
す。糖尿病について基礎的な内容を扱い
ながら、わかりやすく解説していきます。

糖尿病について ～基本的なことを学びましょう～

会場にて聴講（事前予約制）参加方法

2月19日（水）14:00～15:00日 時

医師上杉 成人
内 科
綾瀬厚生病院

講 

師

医学講座 どなたも参加無料

＊Wi-Fi 接続をおすすめします

当日、端末を使ってご自宅で視聴

（スマホ・タブレット・パソコンなど）

オンライン接続
可能な端末の準備

２日前までに
電話申込み

ふれあい町田ホスピタル
☎042ｰ798ｰ1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1ｰ３ｰ8

お問合せ・ご予約

　身体機能に障害を抱えている方などに
対し、日常生活の自立や社会参加を目指し
て療法士が機能改善のためのセラピーを
行なうのが「リハビリテーション」です。今回
は、自宅で提供する「訪問リハビリテーショ
ン」の内容について説明します。

自宅で行なうリハビリテーション～訪問リハビリテーションの紹介～
事前申込みをしてWEB視聴参加方法

2月27日（木）15:00～15:30日 時

作業療法士米山 貴紘
リハビリテーション科
ふれあい町田ホスピタル

講 

師

医学講座 聴講無料・申込制

医療法人社団公仁会 介護老人保健施設

成和ナーシングプラザ

大和市南林間9-8-9
（無料シャトルバスあり）

n-jimu@fureai-g.or.jp

046-272-1515

お気軽にお問合せください。

介護福祉士

介護士

常
勤22.5万円～

非
常
勤1３５０円

月給
例

時給
例

南林間駅・鶴間駅から無料シャトルバス通勤が可能。
もちろんマイカー通勤もOK！安心の保育施設完備。

年間休日
124日 ボーナス

4カ月分/年
（昨年実績）

年間休日とボーナスは常勤

介護士
さん大募

集！
介護福

祉士・介
護職員

初任者
研修修

了者

（ホーム
ヘルパー

2級）

常 勤 非常勤求人求人
看護補助看護補助 常 勤 非常勤

195,000円～月額 1,300円～時給
「介護職員初任者研修」修了者は尚可「介護職員初任者研修」修了者は尚可

人と接する仕事が好きな方にピッタリ！
安定した業界でぜひ活躍を。

042-798-1121
ふれあい町田ホスピタル

東京都町田市小山ヶ丘1-３-８詳細・ご応募はこちらから▶

急募

　

綾
瀬
厚
生
病
院
は
２
０
１
７
年
に
人
工
透
析
治
療

を
開
始
し
、
通
院
者
の
無
料
送
迎
（
車
椅
子
に
も
対

応
）
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
透
析
治
療
を
担
当
し
て
い

る
石
代
院
長
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。〈
取
材
協
力
〉

介
護
を
し
て
く
れ
て
い
る
ご
家
族

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
介

護
を
受
け
て
い
る
透
析
患
者
さ
ま

が
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
と
し
て
利
用

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

体
調
や
さ
ま
ざ
ま
な
ご
事
情
に

応
じ
て
、
患
者
さ
ま
や
ご
家
族
が

心
を
預
け
て
入
院
で
き
る
の
が
、

当
院
の
透
析
治
療
の
特
徴
で
す
」

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
入
院
対
応

　
「
透
析
治
療
は
週
３
回
程
度
で

毎
回
３
～
４
時
間
に
わ
た
り
ま

す
。
当
院
で
は
、
一
律
に
同
じ
病

棟
で
透
析
患
者
さ
ま
の
ご
入
院
を

お
受
け
す
る
の
で
は
な
く
、
例
え

ば
脳
梗
塞
の
後
遺
症
を
抱
え
て
い

た
り
、
大
腿
骨
骨
折
の
術
後
で
リ

ハ
ビ
リ
を
必
要
と
し
て
い
る
方
に

▼
腹
膜
透
析

　

自
分
の
腹
膜
を
利
用
し
て
、
体

内
か
ら
老
廃
物
や
余
分
な
水
分
を

除
去
（
血
液
の
ろ
過
）
す
る
透
析

方
法
で
、
日
中
に
行
な
う
「
連
続

携
行
式
腹
膜
透
析
」（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
）

と
、
夜
間
に
自
動
で
行
な
う
「
自

動
腹
膜
透
析
」（
Ａ
Ｐ
Ｄ
）
が
あ

り
ま
す
。
病
院
の
専
用
機
器
を
用

い
て
行
な
う
必
要
が
な
い
た
め
、

自
宅
で
も
可
能
で
あ
り
、
仕
事
や

旅
行
な
ど
の
都
合
に
合
わ
せ
や
す

い
反
面
、
連
日
の
透
析
が
必
要
な

の
で
、
自
己
管
理
と
感
染
対
策
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

透
析
の
方
法
は
、
担
当
医
と

し
っ
か
り
相
談
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

は
『
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
』
で
の
ご
入
院
、
通
院
が

困
難
な
身
体
状
況
の
方
に
は
、
生

活
介
助
を
受
け
ら
れ
る
『
療
養
病

棟
』
で
透
析
治
療
を
並
行
し
た
ご

入
院
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
患
者
さ
ま
に
ど
の
よ
う
な
病
棟

が
ベ
ス
ト
で
あ
る
か
を
し
っ
か
り

と
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
透
析
患
者
さ
ま
の
場
合
は

入
院
期
間
の
上
限
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
安
心
し
て
ご
静
養
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。透
析
治
療
は
、

当
院
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
」。

■
綾
瀬
厚
生
病
院

☎
０
４
６
７・７
７・５
１
１
１
㈹

綾
瀬
市
深
谷
中
１
の
４
の
16

▼
血
液
透
析

　

本
来
は
腎
臓
が
行
な
っ
て
い
る

血
液
の
ろ
過
と
い
う
大
事
な

働
き
を
、
専
用
の
医
療
機
器

（
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
）
に
代

替
さ
せ
る
方
法
で
す
。
こ
の

透
析
方
法
は
、
病
院
な
ど
で

行
な
う
こ
と
に
な
る
た
め
、

週
に
数
回
の
通
院
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
毎
回
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
行
な
う
の

で
、
安
全
性
が
高
く
、
安
心

感
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
（
石
代
院
長
）「
人
工
透
析
を
専

門
的
に
扱
っ
て
い
る
当
院
の
『
透

析
セ
ン
タ
ー
』
は
、
２
０
１
７
年

に
開
設
し
ま
し
た
。
当
院
で
は
、

通
院
だ
け
で
な
く
入
院
で
も
人
工

透
析
治
療
が
可
能
で
す
。

　

当
院
で
透
析
を
行
な
っ
て
い
る

の
は
、
腎
臓
病
に
よ
る
透
析
患
者

さ
ま
だ
け
で
な
く
、
リ
ハ
ビ
リ
を

受
け
る
目
的
の
患
者
さ
ま
が
透
析

も
当
院
で
受
け
て
い
た
り
、
衰
弱

し
て
ご
自
宅
で
の
生
活
が
困
難
に

な
っ
た
方
が
入
院
し
て
透
析
を
受

け
た
り
、
さ
ら
に
は
、
ご
家
庭
で

　

腎
臓
が
正
常
に
働
か
な
く
な
っ

た
際
に
行
な
わ
れ
る
代
替
治
療
の

一
つ
が
、「
人
工
透
析
」
で
す
。

腹膜透析
・都合に合わせられる
・毎日行なう必要がある

・毎回、病院で受ける
・回数は週に３回程度

血液透析

ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー

人
工
透
析
治
療

通
院
だ
け
の
一
択
で
は
な
い

綾
瀬
厚
生
病
院

貴
方
に
合
う
病
棟
で
透
析
療
養
を

石
代
欣
一
郎 

院
長

綾瀬厚生病院
人工透析治療 担当
石代 欣一郎 院長

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

病
院
運
営
の
安
心
フィッ
ト
ネ
ス

メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ど
う
せ
や
る
な
ら
正
し
い
運
動

病
院
が
運
営
す
る
ジ
ム
も

　

運
動
は
、
正
し
く
行
な
う
こ
と
で
適
切
な
効
果
を

得
ら
れ
ま
す
。自
分
に
必
要
な
運
動
の
種
類
を
知
り
、

今
の
体
の
状
態
に
合
う
方
法
で
ト
ラ
イ
し
ま
し
ょ
う
。

　

東
京
都
町
田
市
の
地
域
病
院
「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ

ス
ピ
タ
ル
」
に
は
、医
療
と
運
動
を
融
合
さ
せ
た
「
メ

デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。　
〈
取
材
協
力
〉

　

現
在
、
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い

る「
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」

と
い
う
言
葉
は
、
40
年
ほ
ど
前
に

　
「
近
年
、
運
動
不
足
や
喫
煙
、

食
生
活
の
乱
れ
、
過
度
の
飲
酒
な

ど
に
よ
っ
て
生
活
習
慣
病
を
患

い
、
健
康
寿
命
を
縮
め
て
し
ま
う

要
因
を
お
も
ち
の
方
が
増
え
て
い

医
療
機
器
メ
ー
カ
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
造
語
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
直
訳
で
は
「
医
学
的
健
康
活

動
」
と
な
り
ま
す
が
、
今

は
大
き
く
２
つ
の
意
味
で

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

❶
広
義
の
意
味

　
▼
医
学
的
要
素
を
取
り

　
　
入
れ
た
正
し
い
運
動

❷
狭
義
の
意
味

　
▼
医
療
機
関
の
運
動
増

　
　
進
施
設
で
提
供
す
る

　
　
正
し
い
運
動

（
公
財
「
日
本
健
康
ス
ポ
ー
ツ

連
盟
」
そ
の
他
資
料
よ
り
）。

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
お
薬
で
の
治
療
だ

け
で
な
く
、
医
師
の
指
導
の
下
で

医
学
的
な
根
拠
を
も
つ
運
動
に

よ
っ
て
、
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧

症
／
脂
質
異
常
症
／
糖
尿
病
な

ど
）
の
予
防
や
改
善
を
す
す
め

ら
れ
る
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
カ
ル

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
を
運
営
し

て
い
ま
す
」

健
康
運
動
指
導
士
が
所
属

　
「
中
高
年
の
方
で
は
、
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
（
加
齢
に
よ
る
筋
肉
量
の

減
少
や
筋
力
低
下
）
や
、
フ
レ
イ

ル
（
年
齢
と
と
も
に
認
知
機
能
や

運
動
機
能
が
低
下
し
た
状
態
）
へ

の
不
安
も
大
き
い
よ
う
で
す
。
当

院
に
は
理
学
療
法
士
が
在
籍
し
て

お
り
ま
す
し
、
ク
ラ
ブ
に
は
健
康

運
動
指
導
士
が
お
り
ま
す
。
個
別

の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
グ
ル
ー
プ

レ
ッ
ス
ン
に
つ
い
て
、
医
師
や
栄

養
士
と
連
携
し
、
疾
患
を
お
も
ち

の
方
で
あ
っ
て
も
安
心
し
て
運
動

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
内
容

を
考
え
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
見
学

に
お
越
し
く
だ
さ
い
」。

（問）
☎
０
４
２
・
７
９
８
・
２
０
０
５

医
療
と
連
動
さ
せ
る

　

運
動
の
性
質
に
よ
っ
て
「
メ

デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
と
冠

し
、
一
般
企
業
や
病
院
、
介
護
施

設
、
自
治
体
な
ど
が
運
営
者
と

な
っ
て
正
し
い
運
動
を
提
供
し
て

い
る
場
合
は
、
前
者
（
広
義
）
の

意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

狭
義
の
意
味
の
「
メ
デ
ィ
カ
ル

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
で
は
、
医
学
的

な
根
拠
に
基
づ
く
指
導
が
前
提
に

あ
る
の
で
、
そ
の
施
設
を
運
営
す

る
医
療
機
関
を
受
診
し
、
年
齢
や

性
別
、
体
組
成
デ
ー
タ
の
ほ
か
、

既
往
症
な
ど
の
情
報
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
定
期
受
診
や
医
師
の
診

察
な
ど
を
経
る
こ
と
で
、
個
人
に

適
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
可
能
に

な
り
、
医
療
と
運
動
を
連
動
さ
せ

て
健
康
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

正
し
い
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
に
、
理
学
療
法
士
や
健
康
運

動
指
導
士
な
ど
の
有
資
格
者
が
所

属
し
て
い
ま
す
。

取材協力・ふれあい町田ホスピタル

メディカルフィットネスクラブ
042‐798‐2005

東京都町田市小山ヶ丘1-3-8〈駅から無料バスあり〉

月・水・金・土  9：00～17：00　火・木  9：00～19：00

A会員

B会員

C会員

このほかに、フィットネス会員もあります！

生活習慣病と診断された方生活習慣病と診断された方

生活習慣病の危険性がある方生活習慣病の危険性がある方

整形外科疾患などの体力対策整形外科疾患などの体力対策

ふれあい町田ホスピタルでの受診による

会 員
メディカル

病
院
が
運
営
す
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
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シニアレジデンス町田シニアレジデンス町田
介護付有料老人ホーム 東京都町田市小山ヶ丘１－３－８

0120-86-6534®

【施設概要】土地・建物の権利形態：通常借家契約自動更新条項あり（20年以上の長期賃貸借契約締結（済））／敷地面積：
17,988.89㎡延床面積：4,161.39㎡（鉄骨・鉄筋コンクリート造・地下1階地上4階建）／住居の権利形態：利用権方式（返還金
制度あり）／居室：エアコン・キッチン・ナースコール・照明・収納・浴室（一部）・シャワーブース（一部）・洗浄器付トイレ・洗面台など／
共用：大浴場・個人浴室・機械浴室・ランドリールーム・ラウンジ・多目的ホール・機能訓練室・屋上庭園・和風光庭・洋風光庭・ロビー・
相談室・一時介護室・健康管理室・ヘルパーステーション・自販機コーナー・エレベーター／2008年3月開設／４室募集（全80
室）／前払金（通常時）：1,700万円～5,980万円／管理費：125,714円～285,476円食費：60,210円（1日３食30日の場
合）／入居資格：65歳以上の自立または要支援・要介護／事業主体：（有）湘南ふれあいの園／広告有効期限：2025.3.31

居室

間取例

専門スタッフが対応

病院や施設からの退院が決定し、
独居に不安を抱えている方や
急いで入居先を探している方に、
柔軟な対応を行なっております。

階下の病院から現役の療法士が
来館するので、リハビリを受け
られたり、医師が24時間365日
同じ建物にいる安心感があります。

安心

館内

外観

安全

多彩な
季節イベント

800万円
対象　部屋対象　部屋 一時入居金介 護 付

有料老人
ホ ー ム

介 護 付
有料老人
ホ ー ム

３月末までの
新規ご入居で

小山長池
トンネル南

尾
根
幹
線
道
路

町田街道

小山

小山上沼公園
コストコ

カインズ

小山小学校
クリエイト

しまむら

小山中学校トイザらス

バーミヤン 天然温泉

ベルク

ココ

見学会（入場無料）2/8土～24
月 完全予約制（各日２組　）・

施設食の体験可能

当日の送迎もお気軽にご
相談ください。

ま
で

３月末日  入居
も対象ま

で
の

通常 2000万円～2750万円

（一時入居金の
差額）

1200
1950

〜1200
1950

〜

万
円
万
円

万
円
万
円

お
得
額
は
な
ん
と
！

好評につき
延長決定！！

安定の仕事
医療・介護 消防設備点検系施設での

（株）エフ.アンド.ユアライフ
本社所在地：神奈川県茅ヶ崎市円蔵370

☎0467-84-6680
FandY@fureai-g.or.jp

甲種消防設備士 
普通自動車免許

募集
会社

応募
先

必須経験により給与を考慮　　多数の資格所有者は厚遇！

気になりましたら、
まずはお問合せください

キャリアによって優遇あり

経験者を
積極採用

〈受付8：30～17：00〉
042-798-1121
machida-hosp@fureai-g.or.jp

ふれあい町田ホスピタル

東京都町田市小山ヶ丘１-3-8（多摩境駅・南大沢駅から無料バス通勤可能）

管理栄養士常勤スタッフ
１名募集

ご応募は
電話・メール・ホームペー

ジ

どれからでもOK！

植 栽植 栽
スタッフ募集スタッフ募集

年齢制限なし 時給1163円 パート（非常勤） 必要な資格なし

シニア応援！

ふれあいファーム
医療機関の敷地庭園や草花のお手入れ

☎ 0467-88-1263
 recruit@fureai-g.or.jp

経験者
優遇

詳しくは

まで！ 勤務地：町田市小山ヶ丘
お電話でご応募ください。
（メールでもOK）

病棟病棟OPEOPE 外来外来大和成和病院 担当部署・募集人数
はこちらから確認を！

看護師
募集

常勤スタッフ 数名

非常勤スタッフ 数名

介護職員初任者研修
（旧ホームヘルパー２級）

資格不問

横浜市鶴見区東寺尾4-4-22
ふれあい鶴見ホスピタル医療法人社団

康心会

給与などの詳細、申込みはこちら▼

tsurumi@fureai-g.or.jp
045-586-1717看護補助 お仕事の

いつの時代も求められる
安定の職種に就きませんか？ 応募連絡後、履歴書を郵送

〒194-0215 
東京都町田市小山ヶ丘１-３-７
採用担当者宛
☎042-798-2001
　 machida-rk@fureai-g.or.jp

介護老人保健施設 ふれあいの町田

応募連絡／電話またはメール
常勤スタッフ募集常勤スタッフ募集

勤務／日勤・夜勤
　　　（非常勤応相談）
資格／特になし
　　　　※介護資格所有者歓迎！
月給／213,000円～
　　　　＋介護加算手当 ほか
待遇／医療費補助制度 など

♦長期勤続によるキャリア形成のため、若年層を積極採用

介護士

　

○
…「
率
直
に
、
人
の
助
け

に
な
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、

医
師
に
な
り
ま
し
た
」。
話
す

言
葉
は
明
快
で
、
常
に
笑
顔
。

昨
年
４
月
に
院
長
と
し
て
着
任

し
、
診
療
だ
け
で
な
く
、
と
も

に
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
様
子
に
目

を
配
る
姿
が
あ
り
ま
す
。「
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が
あ
る
当

院
で
す
が
、
頑
張
り
屋
さ
ん
ば

か
り
で
、
看
護
や
リ
ハ
ビ
リ
の

場
面
、
検
査
室
、
事
務
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
で
生
き
生
き

と
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
表
情
が
見

ら
れ
ま
す
。
院
長
と
し
て
、
明

る
さ
と
協
調
性
、
持
ち
味
の
粘

り
強
さ
を
活
か
し
な
が
ら
、
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
」。

　

○
…
母
校
の
日
本
大
学
の
病

院
で
、昨
春
ま
で
教
授
を
務
め
て

き
ま
し
た
。
専
門
の
神
経
内
科
学

で
は
学
会
で
の
活
躍
も
多
く
、医

療
の
最
前
線
に
身
を
置
き
、
今

年
発
行
の「
今
日
の
治
療
指
針

２
０
２
５
」（
医
学
書
院
／
医
師
の

教
科
書
的
な
も
の
）で
は
結
核
性

髄
膜
炎
の
ペ
ー
ジ
の
執
筆
を
担
当

し
ま
し
た
。「
学
会
や
大
学
病
院

で
培
っ
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
マ
イ

ン
ド
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
目

の
前
の
患
者
さ
ま
に
寄
り
添
う

医
療
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」。

　
○
…
鈴
木
院
長
の
着
任
に
よ
っ

て
開
設
し
た「
脳
神
経
内
科
」の

外
来（
月
・
火
・
木
の
各
午
前
）

で
は
、パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の

専
門
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
当
院
の
エ
リ
ア
に
は
、
神
経

内
科
を
診
る
身
近
な
病
院
が
少

な
い
状
況
で
す
。
神
経
難
病
の

入
院
療
養
も
可
能
な
当
院
は
、

地
域
の
拠
り
所
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
せ
る
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

この「人」に聞く

    

治
療
指
針
書
の
執
筆
も
！

　
　 

地
域
に
神
経
診
療
の
安
心
感
を

鈴木 裕 医師
 （すずき ゆたか）　　　　

ふれあい町田ホスピタル 院長
【脳神経内科・内科】

医学博士  日本内科学会総合内科専門医
日本神経学会神経内科専門医・指導医

　　　　　　　　　　　　　　       ほか

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

罹
患
率
、加
齢
に
よ
り
上
昇

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

　

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
脳
神
経
内
科
の
外

来
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
担
当
の
鈴
木
裕
院
長
＝
今

号「
こ
の
人
に
聞
く
」で
紹
介
＝
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
鈴
木
院
長
）「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
（
Ｐ
Ｄ
）
の
全
体
の
有
病
率
は

１
０
０
０
人
に
１
人
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
65
歳
以
上
に
限
る
と
、

物
質
の
Ｌ-

ド
パ
（
レ
ボ
ド
パ
）

／
ド
パ
ミ
ン
受
容
体
刺
激
薬
／
抗

コ
リ
ン
薬
／
ア
マ
ン
タ
ジ
ン
／
イ

ス
ト
ラ
デ
フ
ィ
リ
ン
／
ゾ
ニ
サ
ミ

ド
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

手
術
に
よ
る
治
療
法
も
あ
り
、

脳
深
部
刺
激
療
法
や
Ｌ-

ド
パ
・

カ
ル
ビ
ド
パ
配
合
経
腸
用
液
療
法

な
ど
が
存
在
し
ま
す
が
、
手
術
に

つ
い
て
は
必
ず
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

の
治
療
に
熟
練
し
た
神
経
内
科
医

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
対
策
に

は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
の
毎
日
の
運
動
や
、
楽
し

く
意
欲
的
に
日
々
を
過
ご
す
こ
と

が
大
切
で
す
。
脳
内
で
ド
パ
ミ
ン

が
増
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
ご
自
身
や
ご
家
族
に
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
の
心
配
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
私
の
外
来
（
ふ

れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
脳
神

経
内
科
）
を
ご
受
診
く
だ
さ
い
」。

同
院
☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１

町
田
市
小
山
ヶ
丘
１
の
３
の
８

１
０
０
人
に
１
人
ま
で
上
が
り
ま

す
。
加
齢
に
よ
っ
て
罹
患
が
増
え

る
た
め
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
た

今
後
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
神

経
疾
患
の
一
つ
で
す
。

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は

運
動
症
状
が
特
徴
的
で

あ
り
、
①
安
静
時
の
震

え
（
安
静
時
振
戦
）
②

筋
肉
の
こ
わ
ば
り
（
筋

強
剛
）
③
動
作
が
遅
く

な
る
④
バ
ラ
ン
ス
維
持

の
困
難（
姿
勢
不
安
定
）

な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
非
運
動
症
状
も
あ
り
ま

す
。
便
秘
や
頻
尿
、
発
汗
、
易
疲

労
性
、
嗅
覚
の
低
下
、
起
立
性
低

血
圧
な
ど
で
す
。
そ
し
て
発
症
か

ら
10
年
ほ
ど
経
過
す
る
と
、
認
知

症
の
症
状
も
お
お
よ
そ
半
数
の
方

に
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

症
状
が
似
て
い
る
も
の
も

　
（
続
く
）「
症
状
が
類
似
し
て
い
る

【
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
】
と
い

う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
抗
精
神
病

薬
な
ど
の
副
作
用
で
生
じ
る
『
薬

剤
性
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
』、
脳

梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
に
よ
る
『
脳

血
管
障
害
性
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候

群
』
な
ど
で
す
。
そ
の
他
に
、『
進

行
性
核
上
性
麻
痺
』
や
『
多
系
統

萎
縮
症
』
な
ど
で
も
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
様
の
症
状
が
出
て
き
ま
す
」

多
様
な
薬
の
開
発

　
（
続
く
）「
治
療
の
基
本
は
、
薬

物
療
法
で
す
。
現
在
、
多
く
の
薬

剤
が
開
発
さ
れ
、
ド
パ
ミ
ン
前
駆

65歳以上の罹患率全体の罹患率

約100人
      に
   1 人

約1000人
        に
     1 人

運動症状

安静時
振戦筋強剛

運動緩慢 姿勢
不安定

便秘

頻尿

発汗

嗅覚低下

起立性
低血圧

非運動症状

パーキンソン病神経疾患
2



綾瀬厚生病院ご応募・詳細看護師免許が不要のお仕事です ⬇

パートタイム
時 給

1300円～
医療費補助
 保育所
あり

ユニフォーム
貸与

無 料

車通勤OK
 駐車場

看護の現場を支え、患者さまを支える

看護助手
勤務時間や待遇の詳細、
ご応募はこちらから▼

（総務課・赤岡）同院
詳細は、下記へお問合せください

045-761-3581

看護師
求む！求む！ 康心会汐見台病院（横浜市磯子区）

■ 子育て世代から管理職世代まで募集
■ ケアミックス型の総合病院
■ 経験に応じて給与は応相談
■ 院内保育園を完備

書類 面接選考

ふれあいグループ

 ◆電話（☎0467-88-1263担当 /萩原）でのお問合せ・ご応募もOK！

～医療・介護・福祉・教育の関連施設（主に神奈川県内）でのお仕事をご案内～

まずはご応募から

お住まいと職場をマッチング‼
便利なQRコードでエントリーを！

追ってご連絡致します。
から

❶

❷ ふれあいグループご連絡を差上げます

などなど…

たくさんの
職種が
 あります♪

人事/経理
ドライバー

介護士

各種
に常勤

・非常勤あり

病棟業務が中心病棟業務が中心20～50代
積極採用

薬剤師薬剤師 募 

集

大和成和病院 ☎046-278-3911 神奈川県大和市南林間９－8－2

循環器の単科病院での勤務循環器の単科病院での勤務

待遇など詳しくはこちら

大・大・大
   チャンス！

者
の
よ
り
質
の
高
い
生
活
を
実
現

化
し
て
い
く
こ
と
も
仕
事
の
一
つ

で
す
。
安
全
な
手
技
や
専
門
的
な

技
術
の
ほ
か
、
介
護
対
象
と
な
る

幅
広
い
世
代
の
人
の
尊
厳
を
守
る

献
身
性
や
、
温
か
な
ふ
れ
あ
い
の

心
を
も
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
間

性
な
ど
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

即
戦
力
と
な
る
人
材
に

　

町
田
駅
か
ら
徒
歩
１
分
に
あ
る

「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門

学
校
」
で
は
、
介
護
福
祉
士
を
目

指
す
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
福
祉
士
の
国
家
試
験
に

は
、
受
験
資
格
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
所
定
の
課
程
を
学
ぶ
こ
と

は
受
験
資
格
の
一
つ
で
あ
り
、
同

　

主
に
高
齢
の
人
や
障
害
を
抱
え

た
人
を
対
象
に
、
専
門
的
な
知
識

と
技
術
に
よ
っ
て
自
立
を
支
援
す

る
専
門
職
が
、「
介
護
福
祉
士
」

で
す
。
介
護
福
祉
士
は
介
護
を
必

要
と
し
て
い
る
本
人
の
支
援
だ
け

で
な
く
、
家
族
に
対
す
る
介
護
方

法
な
ど
の
指
導
役
も
担
い
、
介
護

介
護
福
祉
士
を
目
指
す

　
　

最
短
で
最
良
の
コ
ー
ス

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

校
の
介
護
福
祉
学
科
（
２
年
制
）

で
は
受
験
資
格
を
取
得
で
き
る
ほ

か
、
介
護
現
場
で
の
実
習
や
就
職

支
援
も
あ
り
ま
す
。
受
験
資
格
の

取
得
方
法
は
他
に
も
あ
り
ま
す

が
、実
質
的
な
独
学
で
あ
っ
た
り
、

実
習
の
経
験
数
は
実
力
の
差
と
し

て
表
れ
ま
す
。
受
験
資
格
を
得
て

国
家
試
験
を
突
破
し
て
も
、
介
護

現
場
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
即
戦

力
と
な
る
人
材
で
す
。

　

同
校
は
少
人
数
制
を
採
用
し
て

い
る
た
め
、
き
め
細
か
い
指
導
に

よ
っ
て
実
力
あ
る
人
材
に
成
長
で

き
ま
す
。
介
護
福
祉
士
へ
の
近
道

に
な
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
で

し
ょ
う
。

■
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門

学
校

☎
０
４
２・７
４
４・９
７
１
１

相
模
原
市
南
区
上
鶴
間
本
町
３
の

18
の
27

Ｊ
Ｒ
町
田
駅
南
口
か
ら
徒
歩
１
分

介護を受ける側の気持ちも学ぶ

誇
っ
て
い
ま
す
。こ
の
背
景
に
は
、

所
属
グ
ル
ー
プ
の
施
設
間
連
携
を

活
か
し
た
豊
富
な
現
場
実
習
が

あ
り
ま
す
。
現
場
の
活
き
た
学
び

は
自
信
に
つ
な
が
り
、
普
段
の
授

業
の
理
解
度
が
深
ま
る
だ
け
で
な

く
、
国
試
対
策
講
座
や
模
擬
試
験

で
の
実
力
錬
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。

前
回
（
２
０
２
４
年
２
月
）
の
国

家
試
験
で
は
、
理
学
療
法
学
科
所

属
の
学
生
全
員
が
合
格
（
合
格
率

100
％
）
し
ま
し
た
。
言
語
聴
覚
学

科
も
同
様
の
合
格
率
（
96
．
７
％
）

で
あ
り
、
卒
業
生
は
病
院
や
施
設

の
現
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

３
月
ま
で
入
試
を
実
施

　

同
校
で
は
、
今
年
４
月
の
入
学

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
２
月
４

日
㈫
〈
理
学
療
法
学
科
・
言
語
聴

覚
学
科
〉
と
、
３
月
４
日
㈫
〈
理

学
療
法
学
科
・
言
語
聴
覚
学
科
〉

に
入
試
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

入
試
担
当
者
は
、
次
の
よ
う
に

話
し
て
い
ま
す
。「
本
校
の
雰
囲

気
や
授
業
内
容
、
入
試
、
リ
ハ
ビ

リ
療
法
士
の
仕
事
に
つ
い
て
知
り

た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
個
別
の
見
学
会
、
ま
た

は
相
談
会
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
」。

■
茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校

☎
０
４
６
７・８
８・６
６
１
１

茅
ヶ
崎
市
南
湖
１
の
６
の
11

茅
ケ
崎
駅
北
口
か
ら
徒
歩
18
分

合
格
率
１
０
０
％
を
達
成
！

　

実
績
と
経
験
を
備
え
た
実
力
校

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

　

理
学
療
法
士
や
言
語
聴
覚
士
な

ど
の
養
成
校
で
あ
る
「
茅
ヶ
崎
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校
」

（
在
校
生
約
３
５
０
名
）
で
は
、

２
月
に
行
な
わ
れ
る
国
家
試
験
に

向
け
た
追
い
込
み
の
時
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。

現
場
実
習
は
大
き
な
強
み

　

同
校
は
療
法
士
の
国
家
試
験
に

お
い
て
例
年
、
高
い
合
格
率
を

学校をあげて国試対策講座を開催

丁寧な指導で技術を習得

在
宅
サ
ー
ビ
ス
ま
で
カ
バ
ー

退
所
後
の
サ
ポ
ー
ト
も
一
本
化

成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ（
老
健
）

社
会
で
果
た
す
役
割
は
大
き
い

医
療
的
側
面
を
も
つ「
老
健
」

フ
に
よ
る
ケ
ア
を
受
け
た
い
方
に

は
、【
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
】
を

用
意
し
て
お
り
ま
す
。
他
社
か
ら

看
護
師
を
派
遣
す
る
の
で
は
な

く
、
当
施
設
の
中
に
あ
る
『
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
に
所
属
し

て
い
る
看
護
師
が
、
ご
自
宅
に
伺

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
介
護
保
険
が
利
用
で

き
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
当

施
設
・
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ

の
建
物
の
中
に
は
、
在
宅
介
護

を
専
門
と
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

『
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
』
も
置

か
れ
て
い
る
の
で
、
ご
自
宅
で
の

具
体
的
な
【
介
護
プ
ラ
ン
】
に
つ

い
て
の
相
談
も
承
っ
て
お
り
ま
す
」

透
析
・
胃い
ろ
う瘻
な
ど
も
対
応
可
能

　
「
当
施
設
は
老
健
で
あ
り
な
が

ら
、
中
長
期
の
滞
在
が
可
能
で
あ

り
、
さ
ら
に
胃い
ろ
う瘻
や
点
滴
、
在
宅

酸
素
、
人
工
透
析
を
必
要
と
し
て

い
る
方
の
ご
入
所
も
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
関

し
て
は
、
入
所
だ
け
で
な
く
、
ご

自
宅
で
の
訪
問
看
護
に
お
い
て
も

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
一
つ
と
し
て
、

お
看
取
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」。

成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ

☎
０
４
６・２
７
２・１
５
１
５
㈹

大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
９

　

し
か
し
、
ご
自
宅
に
戻
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
も
、
ご
本
人
は
も
ち

ろ
ん
、
ご
家
族
も
不
安
は
残
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
心
配
を

カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、
当
施
設
で

は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
さ
せ
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、『
退
所
し
た
け
れ
ど
、

施
設
で
受
け
て
い
た
よ

う
な
介
護
や
リ
ハ
ビ
リ

を
こ
れ
か
ら
も
受
け
た

い
』
と
い
う
方
に
は
、

【
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
】
と
い
う
在
宅

者
用
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
。
自
宅
か
ら
当

施
設
に
定
期
的
に
通

い
、
入
所
時
と
同
じ
よ

う
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

る
も
の
で
す
。

　

ご
自
宅
で
の
処
方
薬

の
管
理
や
医
療
ス
タ
ッ

　
「
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
は
、

介
護
老
人
保
健
施
設
で
す
。
介
護

を
必
要
と
し
て
い
る
方
が
入
所
し

て
、
丸
一
日
の
生
活
の
中
で
適
切

な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
り
、
専
門

的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
身
体
機
能
の
回
復
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
は
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設
だ
け
で
な

く
、
訪
問
看
護
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
拠
点
事
務
所
も
複

合
し
て
い
ま
す
。施
設
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

が
、
介
護
と
医
療
の
両
面
を
併
せ

も
つ
そ
の
特
徴
は
、
以
前
よ
り
も

現
代
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
在
宅

酸
素
や
経
管
栄
養
、
人
工
透
析
な

ど
の
継
続
し
た
医
療
処
置
が
欠
か

せ
な
い
高
齢
者
が
以
前
よ
り
も
増

え
、
こ
れ
ら
を
家
庭
で
支
え
る
こ

と
は
、
相
当
の
介
護
力
が
必
要
だ

か
ら
で
す
。
そ
の
人
の
尊
厳
と
安

全
に
配
慮
し
な
が
ら
、
充
実
し
た

生
活
を
確
保
す
る
の
は
、
一
般
家

庭
で
は
困
難
な
ケ
ー
ス
が
多
く
、

医
療
的
な
面
で
も
心
強
い
老
健

は
、
現
代
に
必
要
不
可
欠
な
介
護

施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
高
齢
者
（
要
介
護
認
定
者
）

が
、
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

心
身
を
復
調
さ
せ
る
こ
と
で
、
自

宅
に
復
帰
し
た
り
、
ま
た
は
老
人

ホ
ー
ム
に
移
る
ま
で
の
間
、
滞
在

（
入
所
）
で
き
る
施
設
で
す
。

尊
厳
と
安
全
の
確
保

　

病
院
と
家
庭
の
中
間
の
よ
う
な

施
設
と
し
て
誕
生
し
た
老
健
で
す

　
「
老
健
（
ろ
う
け
ん
）」
と
呼
ば

れ
て
い
る
介
護
老
人
保
健
施
設

は
、
自
宅
な
ど
の
生
活
に
不
安
が

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ（
左
）に
よ
る
足
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練

取材協力
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参加には、事前に電話予約が必要

さがみ野駅
南口徒歩５分

さがみ野中央病院
１階

リハビリテーション室会
場

さがみ野駅
南口

マルエツ
東柏ヶ谷

相鉄線

246

会場
ココ

さがみ野中央病院
☎046ｰ233ｰ5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ケ谷６ｰ20ｰ20

お問合せ・ご予約

　早期の大腸がんは、検便ではすり抜け
てしまうケースが多くあり、進行してから便
の性状の変化で発見に至ることは少なくあ
りません。そうなる前に早期に発見できる検
査である「大腸内視鏡検査」の重要性と、
受診のタイミングについて解説します。

大腸内視鏡検査の必要性 ～定期的に検査を受けましょう～

会場にて聴講（完全予約制）参加方法

2月25日（火）14:00から日 時

医師反町 仁一
消化器内科
さがみ野中央病院

講 

師

医学講座 要予約・参加無料

期間内であれば
いつ・何度でも
視聴ができます

スマホ／タブレット／パソコン
などを使って

動画配信ページにアクセス

こちらからの
アクセスが便利

大和成和病院 総務課
☎046ｰ278ｰ3855（直通）
神奈川県大和市南林間９ｰ８ｰ２

お問合せ

　心臓の構造は複雑であり、内部は４つの
部屋に分かれています。各部屋の出入り口
には弁があり、血液を正しい方向に流すた
めの機能として付いています。しかし、加齢
によって弁が硬くなったりすると、血液が正
常に流れません。この病気を解説します。

心臓弁膜症の治し方について
WEB動画で自由視聴参加方法

1月30日（木）から約１カ月間公開期間 講 

師
院長倉田 篤

心臓血管外科
大和成和病院

医学講座 いつでも視聴可能

0467-77-5111
職員駐車場も無料です非常勤看護師の時給UPしました！

文化会館
消防署

42
綾瀬市役所

ココ
綾瀬厚生病院
⬅ 詳細はこちら⬅ 詳細はこちら

増床

OPEN
回復期リハ病棟

スタート
メンバー
スタート
メンバー大 募 集

常勤
非常勤
保育所あり

ほか薬剤師MSW 検査技師看護師

046-233-5110

看護師または准看護師

保育園が無料！

車通勤もOK♪

医療法人社団 
さがみ野中央病院
 （相鉄線「さがみ野駅」から徒歩5分）

募  集

勤務地

いずれかの
免許必須

地域病院（さがみ野中央病院）の看護師募集

応募はお電話またはQRコードから応募はお電話またはQRコードから

◀

循環器疾患の怖さ

気付ける頃には増悪
放っておくのはダメ

さがみ野中央病院

利便性を考えた診療体制
内科や入院、急患の対応

当
院
で
は
で
き
る
限
り
お
受
け
入

れ
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
医
療
相
談
員
も
お
り
ま
す
の

で
、
ス
ム
ー
ズ
に
入
院
で
き
る
よ

う
に
力
を
尽
く
し
て
お
り
ま
す
」

　

︱
︱
︱ 

貴
院
で
は
救
急
対
応

も
行
な
っ
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

　
（
小
熊
副
院
長
）「
は
い
。
地
域

の
皆
さ
ま
が
健
康
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
と
考
え
、
急
性
期
病
院
と
し

て
救
急
搬
送
の
受
け
入
れ
も
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
当

地
域
の
救
急
は
輪
番
制
で
あ
り
、

当
番
病
院
や
専
門
病
院
で
の
対
応

を
お
願
い
す
る
事
態
も
あ
り
ま

す
。当
院
で
お
受
け
で
き
る
限
り
、

救
急
患
者
さ
ま
に
対
し
て
最
大
限

の
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

お
り
ま
す
」。

■
さ
が
み
野
中
央
病
院

☎
０
４
６・２
３
３・５
１
１
０
㈹

海
老
名
市
東
柏
ケ
谷
６
の
20
の
20

さ
が
み
野
駅
か
ら
徒
歩
５
分

駐
車
場
あ
り

し
た
ら
、
循
環
器
内
科
の
領
域
に

な
り
ま
す
か
？

　
（
小
熊
副
院
長
）「
高
血
圧
症
や

脂
質
異
常
症
、
慢
性
の
心
不
全
な

ど
で
す
。
し
か
し
当
院
の
外
来
で

は
、『
内
科
』
と
し
て
診
察
対
象

を
広
げ
、
糖
尿
病
な
ど
を
含
む
生

活
習
慣
病
全
般
の
診
察
も
行
な
っ

て
お
り
ま
す
」

　

︱
︱
︱ 

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

　
（
小
熊
副
院
長
）「
当
院
は
海
老

名
市
内
に
あ
り
ま
す
が
、
東
柏
ケ

谷
の
エ
リ
ア
は
、
座
間
市
や
綾
瀬

市
、大
和
市
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

そ
の
特
徴
か
ら
、
受
診
者
さ
ま
は

幅
広
い
地
域
に
お
住
ま
い
で
す
の

で
、
利
便
性
を
考
え
、
専
門
の
循

環
器
疾
患
は
も
ち
ろ
ん
、
内
科
医

と
し
て
広
く
診
察
を
行
な
う
必
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
市
の
区
画
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
医
療
を
提

供
す
る
病
院
と
し
て
、
各
医
師
会

と
の
連
携
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
入
院
治
療
を
必
要

と
す
る
容
体
に
な
っ
た
高
齢
者
施

設
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
や
、
地

域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
か
か
り
の

方
に
対
し
て
、急
患
で
あ
っ
て
も
、

　

海
老
名
市
内
か
ら
だ
け
で
は
な

く
、
大
和
市
や
綾
瀬
市
、
座
間
市
、

横
浜
市
西
部
な
ど
か
ら
も
ア
ク
セ

ス
の
よ
い「
さ
が
み
野
中
央
病
院
」

で
は
、
循
環
器
疾
患
の
診
療
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
担
当
し
て
い
る

小
熊
利
明
副
院
長
に
話
を
伺
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

　

︱
︱
︱ 

ど
の
よ
う
な
疾
患
で

が
多
く
、
効
果
的
な
治
療
を
受
け

ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
出
て
き
ま

す
。
少
し
で
も
気
に
な
る
症
状
が

あ
る
場
合
は
放
置
せ
ず
、
ま
ず
は

体
の
全
体
を
診
て
も
ら
え
る
「
内

科
」
の
外
来
で
、
早
め
に
相
談
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

は
、
心
臓
が
虚
血
状
態
に

な
る
「
狭
心
症
」
や
「
心

筋
梗
塞
」、
血
管
の
壁
を

押
す
血
液
の
力
の
異
常
が

続
く
「
高
血
圧
症
」、
血

液
中
の
脂
質
成
分
が
基
準

値
を
超
え
る
「
脂
質
異
常

症
」
な
ど
が
循
環
器
疾
患

に
該
当
し
ま
す
。

手
遅
れ
に
な
る
前
に

　

循
環
器
疾
患
の
症
状

は
、
動
悸
／
む
く
み
／
息
切
れ
／

胸
痛
／
不
整
脈
／
冷
や
汗
な
ど
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
初
期
に
は

ほ
と
ん
ど
自
覚
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
症
状
が
顕
著
に
な
り
、
日
常

生
活
に
支
障
が
出
る
状
態
に
な
る

と
、
か
な
り
進
行
し
て
い
る
こ
と

　

循
環
器
疾
患
と
は
、
血
液
を
全

身
に
循
環
さ
せ
る
臓
器
（
心
臓
）

や
血
管
が
、
正
常
に
働
か
な
く
な

る
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
を
、
一
括
に

呼
ぶ
際
の
名
称
で
す
。
具
体
的
に

狭心症狭心症

心不全

心筋梗塞心筋梗塞

高血圧症脂質異常症

さがみ野中央病院
内 科

小熊 利明 副院長

さがみ野駅
南口

マルエツ

東柏ヶ谷近隣公園

独楽寿司

セブンイレブン

東柏ヶ谷

相鉄線

ココ
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心
筋
梗
塞
の
恐
怖

壊
死
に
よ
っ
て
内
部
構
造
ま
で
破
壊

重
大
な
合
併
症
は
緊
急
手
術

　
　
　  

〜
よ
く
あ
る
質
問
に
答
え
ま
す
〜

冠
動
脈
は
心
臓
を
生
か
す
重
要
血
管

大
和
成
和
病
院
　
田
畑
美
弥
子 
医
師

【
よ
く
あ
る
質
問
❷
】

　

心
筋
梗
塞
の
発
症
後
の
注
意
点

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
田
畑
医
師
）「
幸
い
急
性
期
を

乗
り
切
っ
た
と
し
て
も
、
心
臓
へ

の
影
響
が
広
範
囲
に
わ
た
る
重
症

の
心
筋
梗
塞
で
は
、
致
死
的
不
整

脈
の
可
能
性
が
高
ま
り
、
心
臓
の

収
縮
力
が
低
下
し
ま
す
。
心
不
全

の
後
遺
症
を
抱
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。壊
死
の
範
囲
が
狭
く
て
も
、

ま
れ
に
左
室
破
裂
や
心
室
中
隔
穿

孔
、
乳
頭
筋
断
裂
な
ど
の
合
併
症

に
よ
っ
て
、
命
の
危
険
に
直
面
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
当
院
の
よ

う
な
心
臓
手
術
の
実
績
が
あ
る
病

院
で
、
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
」。

同
院
☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２

肉
が
壊
死
に
陥
る
状
態
を
指
し
ま

す
。
プ
ラ
ー
ク
は
動
脈
硬
化
が
原

因
で
血
管
内
に
堆
積
し
、
あ
る
時

そ
れ
が
破
綻
し
て
栓
の
よ
う
に
な
り

（
血
栓
と
い
い
ま
す
）、
血
流
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、

狭
心
症
は
血
流
が
完
全
に
止
ま
る

の
で
は
な
く
、そ
の
前
の
段
階
の
、

血
管
の
通
り
が
狭
ま
っ
て
血
液
が

十
分
に
届
か
な
い
状
態
で
す
。

　

し
か
し
、
お
よ
そ
３
人
に
１
人

は
、
狭
心
症
の
過
程
を
認
識
せ
ず

突
然
、
心
筋
梗
塞
を
発
症
し
て
い

る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
」

【
よ
く
あ
る
質
問
❶
】

　
心
筋
梗
塞
は
冠
動
脈
に
異
常
が

起
こ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
狭
心

症
と
何
が
異
な
る
の
で
す
か
？

　
（
田
畑
医
師
）「
心
筋
梗
塞
は
、

外
側
に
張
り
付
い
て
い
る
血
管
で

あ
る
冠
動
脈
が
プ
ラ
ー
ク
に
よ
っ

て
ふ
さ
が
り
、
血
液
に
よ
っ
て
心

臓
に
栄
養
を
送
れ
ず
、
心
臓
の
筋

　

多
く
の
種
類
の
心
臓
手
術
を
担
当
し
て
い
る
大
和

成
和
病
院
の
田
畑
医
師
に
、
心
筋
梗
塞
で
よ
く
あ
る

質
問
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。〈
取
材
協
力
〉

「
左
室
破
裂
」
で
す
。
心
臓
内
部

の
左
心
室
の
壁
が
裂
け
て
大
出
血

（blow-out

型
）
し
た
り
、
じ
わ

じ
わ
と
出
血
（woozing

型
）
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、中
隔
心
筋
に
穴
が
あ
き
、

右
心
室
と
左
心
室
の
間
で
血
液
が

行
き
来
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
し

ま
う
「
心
室
中
隔
穿
孔
」
も
あ
り

ま
す
。
重
篤
な
心
不
全
状
態
に
陥

り
ま
す
。

　

僧
帽
弁
の
閉
鎖
不
全
が
起
こ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
弁
を
支
え
て

い
る
腱
索
が
壊
死
に
よ
っ
て
ち
ぎ

れ
て
し
ま
い
、
血
液
が
僧
帽
弁
で

逆
流
し
、
重
篤
な
肺
水
腫
か
ら
呼

吸
不
全
を
引
き
起
こ
す
合
併
症
で

す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
命
を
救
う

た
め
の
緊
急
手
術
に
な
り
ま
す
。

肉
で
あ
る
心
筋
の
壊
死
が
始
ま
り

ま
す
。こ
れ
が「
心
筋
梗
塞
」で
す
。

　

血
液
が
流
れ
な
い
部
分
が
広
い

ほ
ど
重
症
で
す
。

し
か
し
範
囲
が
狭

く
て
も
、
壊
死
に

よ
っ
て
心
臓
の
内

部
が
壊
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
合
併
症

を
生
じ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

高
度
な
外
科
治
療

　

そ
の
よ
う
な

合
併
症
の
一
つ
は
、

　

心
臓
に
栄
養
な
ど
を
送
っ
て
い

る
血
管
（
冠
動
脈
）
が
ふ
さ
が
り
、

血
流
が
途
絶
え
る
と
、
心
臓
の
筋

　

心
筋
梗
塞
に
よ
る
心
筋
の
壊
死
は
、
心
臓
内
部
の

構
造
が
壊
れ
る
よ
う
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。専
門
的
な
手
術
を
必
要
と
し
ま
す
。

重篤な合併症

乳頭筋断裂心室中隔穿孔左室破裂

開胸手術で圧迫止血
または人工心肺下の
縫合手術で止血

人工心肺下の手術で
穿孔部分にパッチを
縫合し穴を閉鎖

緊急手術で弁の修復
または人工弁に置換

心筋梗塞 冠動脈が閉塞して血流が途絶え、心筋が壊死

冠動脈
僧帽弁

腱索

乳頭筋

右心室

右心房 左心房

左心室中隔心筋

心臓の内部心臓の外側 教えて！
田畑ドクター

大和成和病院
心臓血管外科 主任部長
田畑 美弥子 医師
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